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財
政
破
綻
リ
ス
ク
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日
に
、
平
成
二
十
三
〜
二
十
五
年
度
の
歳
入
・
歳
出
の
骨
格
を
示
す
「
中
期
財
政
フ
レ
ー
ム
」

を
含
む
中
長
期
的
な
財
政
健
全
化
の
道
筋
を
示
す
「
財
政
運
営
戦
略
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
『
財
政
運
営
戦
略
概
要
』
（
以
下

概
要
と
い
う
）
の
中
に
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

�
�
財
政
破
綻
リ
ス
ク
へ
の
断
固
た
る
対
応

現
状
を
放
置
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
等
の
よ
う
に
財
政
破
綻
に
陥
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

仮
に
、
そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
れ
ば
、
財
政
自
主
権
が
失
わ
れ
、
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
等
の
水
準
が
大
き
く
低
下
し
、
経

済
や
国
民
生
活
に
多
大
な
悪
影
響
。

ま
た
、
菅
�
人
総
理
大
臣
も
平
成
二
十
三
年
一
月
八
日
に
「
こ
の
ま
ま
赤
字
国
債
を
発
行
す
る
よ
う
な
状
態
は
、
二
年
先
は

無
理
だ
」
と
発
言
（
以
下
総
理
の
発
言
と
い
う
）
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
関
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

概
要
の
中
に
財
政
破
綻
と
あ
る
。
こ
れ
は
国
の
借
金
が
返
済
不
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
る
が
見

解
如
何
。

二

企
業
の
破
綻
と
言
え
ば
、
債
権
の
放
棄
が
発
生
す
る
。
国
の
財
政
が
破
綻
す
る
と
、
国
債
は
紙
く
ず
に
な
る
と
考
え
る
が

一



見
解
如
何
。

三

国
債
が
財
政
破
綻
に
よ
り
将
来
紙
く
ず
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
債
を
売
る
際
に
購
入
者
に
そ
の
危
険
性

を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
如
何
。

四

国
が
元
本
保
証
す
る
か
ら
支
払
い
は
問
題
無
い
と
の
見
解
か
も
し
れ
な
い
が
、
財
政
破
綻
の
可
能
性
が
あ
る
な
ら
そ
の
保

証
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
過
去
に
お
い
て
も
、
事
実
上
国
債
が
紙
く
ず
に
な
っ
た
例
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
如
何
。

五

日
銀
が
市
場
か
ら
国
債
を
買
う
こ
と
に
よ
り
、
事
実
上
政
府
の
財
政
赤
字
を
日
銀
が
引
き
受
け
る
の
と
同
等
の
効
果
を
生

じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
準
備
銀
行
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
は
約
一
�
三
兆
ド
ル
の
米
国
債
を
購
入
し
、
米

国
政
府
の
財
政
赤
字
を
事
実
上
引
き
受
け
た
。
日
本
政
府
が
こ
の
よ
う
な
方
法
を
許
す
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
の
財
政
破
綻
は

起
こ
り
え
な
い
と
考
え
る
が
見
解
如
何
。

六

日
銀
が
国
債
を
購
入
す
る
と
、
過
度
の
イ
ン
フ
レ
に
な
る
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
過
度
の
イ
ン
フ
レ
の
恐

れ
よ
り
も
、
む
し
ろ
デ
フ
レ
の
恐
れ
が
あ
り
、
日
本
の
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
神
経
を
使
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
例
を
見
て
も
、
日
銀
が
国
債
を
購
入
す
る
だ
け
で
、
す
ぐ
に
過
度
な
イ
ン
フ
レ
に
な
る
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
デ

フ
レ
脱
却
の
期
待
が
膨
ら
む
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
見
解
如
何
。

二



七

前
述
の
概
要
の
中
に
、
「
財
政
自
主
権
が
失
わ
れ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
支
配
下
に
入
る
と
い
う
意
味
と

考
え
る
が
見
解
如
何
。

八

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
外
国
か
ら
借
金
を
し
て
い
る
国
に
お
い
て
借
金
の
返
済
が
不
能
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
、
自
国
通
貨
を
発
行

さ
せ
、
そ
れ
を
ド
ル
や
円
な
ど
の
国
際
通
貨
と
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
返
済
を
助
け
て
い
る
。
日
本
は
外
貨
を
十
分
持
っ
て

お
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
へ
の
出
資
金
も
世
界
第
二
位
で
あ
る
。
し
か
も
円
が
国
際
通
貨
で
あ
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
行
う
交
換
は
全

く
意
味
を
な
さ
な
い
。
つ
ま
り
現
在
の
国
の
借
金
を
放
置
す
れ
ば
、
財
政
自
主
権
が
失
わ
れ
る
と
い
う
表
現
は
正
し
く
な
い

と
考
え
る
が
見
解
如
何
。

九

前
掲
の
総
理
の
発
言
で
あ
る
が
、
赤
字
国
債
発
行
が
二
年
先
は
無
理
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
赤
字
国
債
に
替
わ
る
案
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
る
が
見
解
如
何
。

十

一
月
二
十
一
日
に
内
閣
府
か
ら
、
経
済
財
政
の
中
長
期
試
算
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
二
年

先
に
は
赤
字
国
債
の
発
行
を
止
め
る
と
い
う
の
で
な
く
、
赤
字
国
債
は
少
な
く
と
も
平
成
三
十
五
年
度
ま
で
出
し
続
け
る
と

い
う
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
総
理
の
発
言
と
矛
盾
す
る
と
考
え
る
が
見
解
如
何
。

十
一

経
済
財
政
の
中
長
期
試
算
で
例
え
ば
成
長
戦
略
シ
ナ
リ
オ
に
よ
れ
ば
、
平
成
三
十
五
年
度
に
は
国
債
費
が
税
収
を
上
回

三



る
。
国
民
が
納
め
る
税
収
の
す
べ
て
を
使
っ
て
も
国
債
費
を
払
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
経
済
は
、
正
常
で
は
な
い

と
考
え
る
が
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


